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平成２８年決算特別委員会において「検討する」旨答弁した事項の検討状況

（平成２９年６月１９日現在）

部局名：観光文化スポーツ部

「検討する」旨の答弁を行った事項 そ の 後 の 検 討 状 況

（所管課を明記すること）

【質問要旨】 県外事務所が設置されている地域においては、県人会

団塊の世代の秋田県出身者などターゲ の際に職員が出向いて観光パンフを配布し、秋田の最新

ットを決めて、関東以外にも宣伝し広げ の観光情報を提供するなどの活動を行っており、さらに

ていかなければ、観光客も増えていかな その友人知人にも高質な田舎のイメージを発信してもら

いのではないか。 えるように努めることとしている。

また、首都圏以外においても秋田の魅力を伝えるため、

【答弁要旨】 函館や仙台などで観光キャンペーンイベントを開催して

多くのところから誘客できるような仕 いるほか、県、市町村、観光連盟等で構成する「秋田県

組みを検討していく。 の観光と物産展実施協議会」の全国各地での百貨店催事

（観光振興課） 出展において秋田の露出を高めるなど、様々な機会を活

用しながら観光誘客につながるよう取組を進めていく。
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東京アンテナショップ「あきた美彩館」の契約更新について

秋田うまいもの販売課

平成３０年３月末に店舗賃貸借契約等の期間満了を迎える「あきた美彩館」については、
平成２８年２月議会に提出した「アンテナショップの今後のあり方について」の中で、現
地で継続するとの方針を示しており、契約更新に向けた今後のスケジュール等は次のとお
りである。

【今後のスケジュール】

時 期 店舗の賃貸借契約 店舗の運営業務委託契約

平成２９年 ７～８月 (株)京急ショッピングセンター
との契約更新に向けた協議

平成２９年 ９月 債務負担行為の設定
（平成30年度～34年度）

平成２９年１０～１２月 運営業務委託業者の公募、企画提
案競技、運営委託候補者の決定

平成３０年 ３月 賃貸借契約の締結 運営業務委託契約の締結
（平成30年4月1日～35年3月31日）（平成30年4月1日～35年3月31日）

【参考１】現地で継続する理由

① 近隣に競合するアンテナショップがなく、固定客の定着により、売上が年々拡大傾向に

あること。

② ＪＲ品川駅の機能強化により、首都圏北部、東京以西、海外など各方面からのアクセス

が向上していること。

③ ＪＲ品川駅周辺の再開発により、更なる集客力の向上が期待できること。

【参考２】あきた美彩館の売上状況（税抜）
（百万円、千人）

合 計 物販部門 飲食部門

年度 売上額 レジ客数 売上額 レジ客数 売上額 レジ客数

（①＋②） （①＋②） ① ① ② ②

Ｈ２４ ２６７ １３６ ９３ ６７ １７４ ６９

Ｈ２５ ２９３ １３９ １０５ ６７ １８８ ７２

Ｈ２６ ２９６ １４３ １１８ ７６ １７８ ６７

Ｈ２７ ３４８ １７３ １３８ ９１ ２１０ ８２

Ｈ２８ ３３８ １６９ １２６ ８６ ２１２ ８３

【参考３】現在の賃貸借契約の概要

① 契約の相手先 (株)京急ショッピングセンター

② 所 在 地 東京都港区高輪４丁目１０番８号 京急第７ビル

③ 店 舗 面 積 ３２３.２６㎡（97.79坪）

④ 賃料（年額） ５７,０３１,１２８円（45,000円/坪×97.79坪×1.08×12ヶ月）

⑤ 敷 金 ３５,２０４,４００円（賃料月額（消費税抜）の8ヶ月分）
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第７６回国民体育大会冬季大会スキー競技会の開催について

スポーツ振興課

１ これまでの経緯

平成２９年５月２３日に、公益財団法人日本体育協会泉正文専務理事をはじめとする

協会関係者３名が佐竹知事を表敬訪問し、平成３３年２月に開催が予定されている、第

７６回国民体育大会冬季大会スキー競技会を、秋田県鹿角市花輪スキー場で開催してほ

しい旨の要請があった。

大会の開催が決定すれば、県内では８年ぶり８回目の開催となる。

２ 今後の対応

会場地となる鹿角市は、開催の意向を示していることから、今後は鹿角市及び関係機

関と開催受諾に向けた協議を行っていく。

３ 大会の概要

・主 催：公益財団法人日本体育協会、文部科学省、公益財団法人全日本スキー連

盟、開催県、開催市町村

・会 期：平成３３年２月中～下旬（４日間）

・競 技：①アルペン競技 ・ジャイアントスラローム

②ノルディック競技 ・スペシャルジャンプ

・コンバインド

・クロスカントリー

４ これからの開催地

平成３０年：新潟県、平成３１年：北海道、平成３２年：富山県、

平成３３年：秋田県（予定）

【参考】平成２５年「あきた鹿角国体２０１３」開催実績

・大会運営費 １１４，８８７千円 内訳 国補助金等 90,898千円

県(一般財源) 15,993千円

鹿角市負担額 7,996千円

・大会会場施設整備（ジャンプ台改修工事等）

３４６，４１６千円 内訳 国補助金等(スポーツ振興くじ助成）

259,811千円

県(一般財源) 86,605千円

・大会参加者 ４，０１４人

・国体による経済波及効果 約２７０，０００千円（※鹿角市試算）




